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 要  旨 
マルチキャストとはネットワーク内の指定された複数端末に同じ情報を配信する通信方式であ
る．このようなマルチキャストでは，複数の端末は異なる伝搬特性を持ち，通信品質の劣化した
端末がシステム全体の通信品質に影響する．通信品質を改善する手段として、筆者らはすでに複
数のリレー基地局を利用した MCN (Multi-Hop Cellular Network)における STBC(Space Time 
Block Code)基地局リレー基地局連携中継ブロードキャスト法を提案した。この手法は、複数のリ
レー基地局が基地局と同時に再送を行い、更に再送する際、各リレー基地局は OFDM(Orthogonal 
Frequency Division Multiplexing)サブキャリアごとに 2 アンテナ STBC 符号化を行い、受信端
末で STBC ダイバーシチゲインによるセル端での到達率特性の改善を確認できた。 
しかし、この手法は OFDM サブキャリアごとに STBC パターンを選択し送信するため、周波数
選択性フェージングにより伝送路状態の悪いサブキャリアではダイバーシチ効果が得られず、ネ
ットワーク全体の通信品質に影響がある。そこで、本稿は STBC 基地局リレー基地局連携による
ブロードキャスト手法に基づいて、基地局リレー基地局適応周波数選択マルチキャスト手法を提
案する。この手法では再送する際、基地局-端末、リレー基地局-端末のチャネル状態に応じて、
適応的にサブキャリアを選択してマルチキャストすることで、システムの最低受信確率の改善を
目指す。提案手法の有効性を証明するために、シングルセルの MCN において one multicast 
selection STBC 基地局リレー基地局連携中継を用いて送信する場合、端末密度及び周波数利用率
を替えながら、ランダムの周波数選択手法と比較して端末全体の到達率についてシミュレーショ
ン評価を行った。結果として、提案手法はランダムの周波数選択より高い到達率を得たことを確
認できた。 
 
